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＜連絡事項＞

· 本日まで院内研修あり。業務以外での未参加者は出席する事。

· 本日、病院実地指導の確認作業あり。1/29～30実地指導に向け、1/26までに通所・外来のカルテの最終確認を行なうこと。

· 1/28（水）までに、青陽館新聞、ポスター、送迎データ収集の進行状況について下館SGM・中居JGMへ報告すること。

＜外来情報＞

· 大久保　律子様～「デイケアを利用すると疲れる、昨日は休んだから大丈夫」と話している。

· 沢田　三郎　様～「風邪ひかず元気だ」と話している。

· 横町　浩　　様～「疲労感については少し良くなったがだるくなることはある」と話している。運

動の為、わざと遠回りして帰宅しているとのこと。

· 島浦　美千男様～採血の結果（1/20実施）血糖値88mg/dl、ヘモグロビンA1c6.3、尿糖なし。本

人は「特に変わりない、血圧安定している」と話している。

· 関　秀治　　様～「携帯のゲーム機を使用していたら具合が悪くなった。自分には合わないのかも

しれない」と話している。目の充血は改善しているため、今後点眼薬を2種類処方し様子をみる。

· 久保　興介　様～ナウゼリン7日分処方。「吐き気止めが効いている感じがしない」と訴えており、

1日3錠（朝1・昼1・夕1）を1日6錠（朝2・昼2・夕2）に増薬となる。本人は「デイケア半日で早退することもあるが、自分としては利用時間を増やしていきたい。」と話しており、担当医からは無理せず疲れたときはスタッフに話して休むようにと伝えている。

· 関口　禅　　様～最近の様子について、落ち着いていると話している。

· 田名部　一樹様～「起床時眠気が強い事が多い」と訴えている。担当医からは眠剤を減らすことは

できないので少し早めに服薬するように伝えている。

＜通所利用者様情報＞

· 大久保　律子様～「エアロビクスの先生が振り向いてくれない。”バカじゃないか“と思われてい

るかも。プログラムに参加しづらい。参加しても意味がない」と思う反面「他メンバーが意欲的にエアロビクスに参加する姿をみてうらやましいと感じる」「何故そのように思うのかは分からない」とスタッフに相談している。相談内容については誰にも話さないで欲しいとのことであり、特定のスタッフであれば相談できると話しているため、次回利用日に面談の機会を設け、本人の話を傾聴していく。

· 大久保　恒夫様～「律子が週5日の通所利用ではストレスが溜まるようなので週に1回は欠席する

かもしれない。昨日は通所を欠席してカラオケに連れていった」と話している。自分自身の体調に関しては問題ないと話している。

· 繁名　和恵　様～「体調が悪く吐き気がする」と本人より電話連絡があり。来所して状況を確認し

たい事を本人に伝え来所いただく。表情が冴えず嘔吐の訴えがあるため、本日欠席となる。

· 本田　英之　様～昨夜1時間毎にトイレに起き、3時間程度しか睡眠が取れていないとのこと。表

情冴えなく「眠いだけです」と話している。腰痛に関しては「大丈夫です」と話しラジオ体操に参加することができている。体調や精神症状の変化に注意し、観察を行っていく。

· 高島　吉太郎様～昨日、入浴前後に長時間トイレへ篭ることがあり、スタッフが本人に確認したと

ころ「便が出ない」と訴えがある。その後の排泄でスタッフが黒色の水様便を確認している。関係機関へ情報提供している。

· 大久保　康弘様～薬が増薬となった事に対して「兄にお金を借りた事がばれたからテンションがあ

がったのかもしれない」「自分はテンションが上がっていると思わないが、上がっていることが原因で増薬となったと思います」と話している。今後テレビやDVDなどを新たに設置していることについて本人に確認していく。

· 五日市　公　様～他メンバーについて「あいつはだめなんだ」とスタッフへ訴えたり、「昨日青風

荘のスタッフに怒られた」などの発言が聞かれている。大きな声で他メンバーの行動を指摘するなどの干渉が目立つ。ストレスが溜まらない様に本人の話を傾聴していく。

· 中居　美津子様～青山荘で入浴してから遅れて来所されている。遅れる際は必ず連絡が欲しいこと

伝えるが、「いつものことだから連絡はいらないと思う」「声をかけてからお風呂に行くと、来る時間が遅くなる」と本人納得せずにいる。前日にでも必ず一声かけるよう説明すると、しぶしぶ了承している。

· 佐藤　朗子　様～就労時間が6時間になってから、疲労によってナイトケアを利用するのが難しく

なったとのこと。しばらく欠席をしたいと話されているが、期間が不明瞭な為、その都度連絡をいれるよう説明している。

＜通所利用者様検討＞

高島　吉太郎様（76）　主病名：統合失調症　　

デイケア利用開始後：7年1ヶ月　　出席率：100％

検討内容
治療計画の見直し

治療計画

· 運動、創作活動、レクリエーションを通して、加齢に伴う能力の低下を防ぐ。

· ふらつきが見られるため、平衡感覚や下半身の筋力の低下を防ぐよう働きかける。休憩中は椅子に座って居眠りをすることなく、安定した環境で休ませるよう配慮する。

最近の様子

· プログラム中、余暇時間ともに椅子に座り閉眼して過ごす事が多い。

· 他者からの声掛けには反応し、返答する事が出来ている。

· 運動プログラムはふらつきがあるものの積極的に参加することができている。

· 危険な場面はあるがスタッフの見守りによって転等することなく過ごす事が出来ている。
問題及び改善すべき点

· 椅子に座っている際、足を組んだまま立ち上がろうとすることでふらつくことがある。

· ポケットに手を入れて歩く事があり、転倒した際に危険である。

· 入浴日に着替えを忘れてしまい、汚れた下着を着用することがある。

今後の対応

· スタッフの見守りを継続して行い、転倒の危険がある場面では声掛けや介助のサポートを行なう。
· 入浴日は必ず着替えを準備するよう本人に伝え、関係機関に対しても確認を依頼する。

＜ＳＳＴ報告＞
グループ1

※利用者からテーマが出題されないため、スタッフが提案している。

テーマ：「人の話が頭に入ってこないとき」

⇒「メモを取る」「一晩眠らない事でテンションが上がり、スッキリとする。人の話が聞けるようになる」など意見が聞かれていたが、発言するメンバーに偏りがみられていた。

グループ2

· メンバー希望でウォーミングアップに「絵文字しりとり」を行ったが、それに時間を取られSST実施まで至ることが出来なかった。

改善点

· 参加者で発言する人が決まっているため、意見の少ないメンバーに対して発言を促すサポートが必要である。

· ウォーミングアップで時間がかかりすぎないよう為、内容の調整や進行方法の工夫が必要。

· 「SSTの流れ」や「ルール」についてのポスターを準備し、時間配分や実施方法を統一する必要がある。今後、作業療法プログラム時にメンバーと一緒に作成していく。










